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宮
司
挨
拶茨

城
縣
護
國
神
社
　
　
　
　
　

宮
　
司
　
飯

　塚

　
　重

謹
ん
で
聖
寿
の
万
歳
と
皇
室
の
弥
栄
を
お
慶
び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
ご

遺
族
崇
敬
者
の
皆
様
の
ご
多
幸
を
衷
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
は
全
国
的
に
桜
の
開
花
が
早
く
水
戸
で
は
平
年
よ
り
二
週
間
早
い
開
花

発
表
と
な
り
ま
し
た
。
四
月
十
日
に
斎
行
さ
れ
た
春
の
大
祭
で
は
例
年
満
開
の

桜
吹
雪
の
中
執
り
行
わ
れ
ま
す
が
、
今
年
は
既
に
葉
桜
と
な
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
規
模
を
縮
小
し
た
祭
典
と
相
ま
っ
て
寂
寥
感

漂
う
大
祭
と
な
り
ま
し
た
。

古
来
、
我
国
で
は
山
桜
が
咲
く
こ
ろ
田
植
え
が
始
ま
り
様
々
な
祈
り
を
込
め

た
「
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
豊
作
を
祈
る
御
田
植
神
事
や
田
楽
、

天
か
ら
の
水
の
恵
み
を
祈
る
雨
乞
な
ど
現
在
も
脈
々
と
続
く
祈
り
の
伝
承
で
す
。

ま
た
畏
く
も
天
皇
陛
下
に
お
か
せ
ら
れ
ま
し
て
は
四
月
六
日
に
稲
の
「
種
も

み
」
を
お
手
播
き
さ
れ
、
五
月
に
は
御
自
ら
田
植
え
を
な
さ
れ
る
と
報
じ
ら
れ

ま
し
た
。
国
民
の
安
寧
を
祈
る
陛
下
の
お
姿
に
拝
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

現
在
、
感
染
拡
大
の
第
四
波
が
襲
来
し
各
地
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
日
も
早
く
感
染
症
流
行
が
終
息
し
平
穏
な
日
常
が
戻
り
ま
す
こ

と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

第３号
ドローンよりさくら山を望む
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十
二
月
一
日
か
ら
六
月
三
十
日

十
二
月

　
　
　三
十
一
日

　年
越
大
祓
式

　一
月

　
　一
日

　元
旦
祭

　
　
　
　
　三
日

　元
始
祭

　二
月

　
　九
日

　創
祀
記
念
祭

　
　
　
　十
一
日

　建
国
記
念
祭

　
　
　
　十
七
日

　祈
年
祭

　
　
　二
十
三
日

　天
長
祭

　三
月

　二
十
日

　春
分
祭

 

典
行
事

　
当
社
の
前
身
で
あ
る
「
鎮
霊
社
」
が
創
祀
さ

れ
た
こ
と
を
寿
ぐ
創
祀
記
念
祭
が
斎
行
さ
れ
ま

し
た
。

　
鎮
霊
社
は
明
治
十
一
年
二
月
九
日
現
在
の
水

戸
市
常
磐
神
社
の
境
内
に
幕
末
か
ら
明
治
維

新
に
か
け
て
殉
じ
た
水
戸
藩
関
係
の
烈
士
等

一
千
八
百
余
柱
の
御
霊
を
御
祭
神
と
し
て
創

祀
、
以
後
数
多
の
戦
役
で
散
華
さ
れ
た
御
英
霊

の
合
祀
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
日
露
戦

争
・
日
支
事
変
等
の
御
英
霊
は
急
激
に
増
加

し
、
創
建
当
時
の
社
殿
で
は
狭
隘
と
な
っ
て
お

り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
昭
和
十
六
年
十
一
月
六
日
、
常
磐
神

社
境
内
の
「
鎮
霊
社
」
か
ら
内
務
省
指
定
の
護

國
神
社
で
あ
る
「
茨
城
縣
護
國
神
社
」
と
し
て

現
在
の
桜
山
に
遷
座
さ
れ
ま
し
た
。

二
月
九
日
　
午
前
十
時

創
祀
記
念
祭

大祭　玉串拝礼

二の鳥居桜満開大祓茅の輪完成

さ く ら 山第３号（3） 令和３年７月１日

　四
月

　
　十
日

　春
季
大
祭

　
　
　二
十
九
日

　昭
和
祭

　六
月

　三
十
日

　夏
越
大
祓
式

毎
月
一
日
、
十
五
日

　十
時
よ
り

月
次
祭
斎
行

毎
日
十
一
時
よ
り
命
日
祭
斎
行

　
安
政
七
年
（
一
八
六
〇
年
）
三
月
三
日
、
江

戸
城
桜
田
門
外
に
お
い
て
尊
王
攘
夷
派
の
水
戸

藩
浪
士
十
七
名
、
薩
摩
藩
浪
士
一
名
の
総
勢

十
八
名
に
よ
っ
て
大
老
井
伊
直
弼
公
を
襲
撃
、

暗
殺
さ
れ
る
「
桜
田
門
外
の
変
」
が
起
き
ま
し

た
。

　「
桜
田
門
外
の
変
」
の
十
八
烈
士
を
祀
る
当

社
で
は
、
毎
年
三
月
上
旬
に
桜
田
烈
士
の
慰
霊

顕
彰
を
行
う
崇
敬
団
体
「
櫻
門
之
會
」
主
催
に

よ
る
慰
霊
祭
を
斎
行
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
、
鈴
木
泉
会
長
他
役
員
五
名

の
参
列
を
頂
き
、
厳
粛
に
斎
行
致
し
ま
し
た
。

三
月
三
日
　
午
後
三
時

四
月
十
日
　
十
時
半
よ
り

　
新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
規
模
を
縮
小
を
し
な
が
ら
の
斎
行
と
な
り
ま

し
た
。

　
今
年
は
春
の
訪
れ
が
早
く
、
例
年
な
ら
ば
大

祭
を
彩
る
桜
花
の
季
節
が
過
ぎ
去
り
新
緑
萌
え

る
な
か
、
海
川
山
野
の
神
饌
が
供
せ
ら
れ
、
飯

塚
宮
司
斎
主
に
よ
り
春
季
大
祭
祝
詞
並
び
に
疫

病
退
散
祝
詞

が
奏
上
さ
れ

ま
し
た
。
続

い
て
巫
女
に

よ
る
「
浦
安

の
舞
」
が
奉

奏
さ
れ
、
厳

粛
に
斎
行
さ

れ
ま
し
た
。

櫻
田
烈
士
慰
霊
祭

春
季
大
祭
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　四
月

　
　十
日

　春
季
大
祭

　
　
　二
十
九
日

　昭
和
祭

　六
月

　三
十
日

　夏
越
大
祓
式

毎
月
一
日
、
十
五
日

　十
時
よ
り

月
次
祭
斎
行

毎
日
十
一
時
よ
り
命
日
祭
斎
行

　
安
政
七
年
（
一
八
六
〇
年
）
三
月
三
日
、
江

戸
城
桜
田
門
外
に
お
い
て
尊
王
攘
夷
派
の
水
戸

藩
浪
士
十
七
名
、
薩
摩
藩
浪
士
一
名
の
総
勢

十
八
名
に
よ
っ
て
大
老
井
伊
直
弼
公
を
襲
撃
、

暗
殺
さ
れ
る
「
桜
田
門
外
の
変
」
が
起
き
ま
し

た
。

　「
桜
田
門
外
の
変
」
の
十
八
烈
士
を
祀
る
当

社
で
は
、
毎
年
三
月
上
旬
に
桜
田
烈
士
の
慰
霊

顕
彰
を
行
う
崇
敬
団
体
「
櫻
門
之
會
」
主
催
に

よ
る
慰
霊
祭
を
斎
行
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
、
鈴
木
泉
会
長
他
役
員
五
名

の
参
列
を
頂
き
、
厳
粛
に
斎
行
致
し
ま
し
た
。

三
月
三
日
　
午
後
三
時

四
月
十
日
　
十
時
半
よ
り

　
新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
規
模
を
縮
小
を
し
な
が
ら
の
斎
行
と
な
り
ま

し
た
。

　
今
年
は
春
の
訪
れ
が
早
く
、
例
年
な
ら
ば
大

祭
を
彩
る
桜
花
の
季
節
が
過
ぎ
去
り
新
緑
萌
え

る
な
か
、
海
川
山
野
の
神
饌
が
供
せ
ら
れ
、
飯

塚
宮
司
斎
主
に
よ
り
春
季
大
祭
祝
詞
並
び
に
疫

病
退
散
祝
詞

が
奏
上
さ
れ

ま
し
た
。
続

い
て
巫
女
に

よ
る
「
浦
安

の
舞
」
が
奉

奏
さ
れ
、
厳

粛
に
斎
行
さ

れ
ま
し
た
。

櫻
田
烈
士
慰
霊
祭

春
季
大
祭
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奉
仕
団
体

茨
城
県
神
道
青
年
会
　
　
水
戸
市
雅
楽
会

茨
城
縣
護
國
神
社
敬
神
女
性
の
会

水
戸
市
内
町
内
会

　初
穂
料

愛
宕
町
西
部
町
内
会
　
裡
五
軒
町
町
内
会
　
裡
五
軒

町
二
区
町
内
会
　
裡
南
町
自
治
会
　
下
金
町
一
丁

目
町
内
会
　
下
金
町
三
丁
目
町
内
会
　
下
金
町
四
丁

目
一
区
　
杉
山
川
岸
通
り
町
内
会
　
袴
塚
一
丁
目
町

内
会
　
袴
塚
二
丁
目
町
内
会
　
八
幡
町
西
区
町
内
会
　

桧
物
町
町
内
会
　
藤
坂
町
二
区
町
内
会
　
藤
沢
小
路

西
部
町
内
会
　
藤
沢
小
路
東
部
町
内
会
　
松
本
町
二

丁
目
一
区
町
内
会
　
南
町
三
丁
目
商
店
街
復
興
組
合
　

谷
中
二
丁
目
町
内
会
　
谷
中
三
丁
目
町
内
会
　
横
竹

隈
町
内
会

神
饌

茨
城
県
酒
造
組
合
　
愛
友
酒
造
株
式
会
社
　
青
木
酒

造
株
式
会
社
　
合
名
会
社
井
坂
酒
造
店
　
石
岡
酒

造
　
磯
蔵
酒
造
有
限
会
社
　
合
資
会
社
浦
里
酒
造
店
　

岡
部
合
名
会
社
　
株
式
会
社
家
久
長
本
店
　
木
内
酒

造
合
資
会
社
　
金
門
酒
造
株
式
会
社
　
㈱
剛
烈
酒
造
　

株
式
会
社
笹
目
宗
兵
衛
商
店
　
合
名
会
社
椎
名
酒
造
　

須
藤
本
家
株
式
会
社
　
株
式
会
社
竹
村
酒
造
　
株
式

会
社
月
の
井
酒
造
　
株
式
会
社
西
岡
本
店
　
根
本
酒

造
株
式
会
社
　
野
村
醸
造
株
式
会
社
　
合
資
会
社
廣

瀬
商
店
　
府
中
誉
株
式
会
社
　
株
式
会
社
武
勇
　
村

※
敬
称
略

井
醸
造
株
式
会
社
　
明
利
酒
類
株
式
会
社
　
森
島
酒

造
株
式
会
社
　
株
式
会
社
山
中
酒
造
店
　
結
城
酒
造

株
式
会
社
　
吉
久
保
酒
造
株
式
会
社
　
来
福
酒
造
株

式
会
社
　
黒
澤
醤
油
店
　
玉
姫
醤
油
醸
造
　
株
式
会

社
伊
藤
園
　
茨
城
県
神
道
青
年
会
　
酒
列
磯
前
神
社

宮
司
海
後
宗
郷
　
春
日
神
社
宮
司
掛
札
敏
成

茨
城
県
遺
族
連
合
会
理
事
長
狩
野
安
　
修
養
団
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
友
の
会
大
平
順
一
　
新
井
自
動
車
工
業
所
　

櫻
門
之
會

初
穂
米

○
関
　
　
忠
　
　
三
十
㎏
　
茨
城
町

○
友
常
　
雅
夫
　
三
十
㎏
　
石
岡
市

○
平
沼
と
し
子
　
三
十
㎏
　
鉾
田
市

〇
石
橋
　
　
澄
　
　
十
㎏
　
笠
間
市

○
市
毛
　
征
子
　
　
十
㎏
　
水
戸
市

○
寺
門
　
健
司
　
　
十
㎏
　
水
戸
市

○
住
谷
　
俊
雄
　
　
五
㎏
　
ひ
た
ち
な
か
市

○
飯
島
　
信
也
　
　
一
袋
　
城
里
町

○
石
川
喜
代
子
　
　
一
袋
　
日
立
市

○
関
　
　
博
信
　
　
一
袋
　
城
里
町

清
酒

浅
田
健
　
飯
村
茂
　
石
川
喜
代
子
　
池
辺
隆
之
　
池

辺
み
と
り
　
磯
部
宏
文
　
宇
留
野
功
　
江
幡
治
　
大

谷
和
子
　
大
平
順
一
　
栗
原
孝
祐
　
関
博
信
　
藤
沼

正
次
　
松
谷
毅
　
櫻
門
之
會
　
殉
国
機
関

神
饌

飯
村
茂
　
石
川
喜
代
子
　
石
﨑
英
一
　
石
橋
澄
　
小

澤
一
男
　
掛
札
敏
成
　
川
井
哲
男
　
郡
司
誠
一
　
蔀

幸
男
　
田
寺
一
雄
　
照
沼
國
夫
　
友
常
雅
夫
　
冨
山

竹
次
　
中
川
隆
雄
　
長
洲
栄
造
　
平
沼
と
し
子
　
吉

澤
登
志
江

竹
箒

〇
小
林
　
和
夫
　
　
十
五
本
　
水
戸
市

十
一
月

　二
日

　茨
城
県
遺
族
連
合
会 

六
十
名

　二三日

　ペ
リ
リ
ュ
ー
島
慰
霊
会 

十
一
名

十
二
月

　八
日

　茨
城
県
遺
族
連
合
会 

六
十
名

三
月　三

日

　櫻
門
之
會 

六
名

四
月　十六日

　神
道
政
治
連
盟
茨
城
県
本
部 

四
名

五
月　十五日

　茨
城
県
遺
族
連
合
会
青
年
部 

十
五
名

　十八日

　敬
神
女
性
の
会 

十
名

十
二
月

　八
日

　茨
城
県
遺
族
連
合
会

五
月　十五日

　水
戸
葵
道
院

　少
林
寺
拳
法 

六
名

毎
月
第
一
日
曜
日

　阿
含
宗
茨
城
連
絡
所

　
　
　
　
　
　
　
　敬
神
女
性
の
会

菊
小
屋
撤
去
作
業

　株
式
会
社
水
戸
基
礎
工
業

奉 

仕
・
奉 

納

春
季
大
祭

奉

　
　納

団

体

参

拝

清

掃

奉

仕

自
　
令
和
二
年
十
一
月
十
四
日

至
　
令
和
三
年
　
五
月
十
四
日
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ド
ロ
ー
ン
動
画
奉
納

　この度はドローン映像を奉納する機会を賜り
非常に光栄です。
　御理解を示してくださった茨城縣護國神社の
皆様におかれましては誠に有難く深く感謝申し
上げます。
　私は今年一月にJUIDA（一般財団法人日本
UAS産業振興協議会）にて操縦技能証明証と安全
運行管理者証明証を取得致しました。昨今ドロー
ンを取り巻く環境は目まぐるしく変化し、基盤と
なる法整備が進められております。しっかりとし
た教育を受けたパイロットが安全に配慮し社会
に貢献できる様、微力ながらその一翼を担いたいと考えております。また私は教育事業に携わって
おりますので、将来的にはパイロット育成にも取り組めればと構想しております。

　私の個人的年中行事のひとつで長崎県の壱岐、対馬に神
社詣でをするという行事があります。長崎県の壱岐や対馬
に出掛けて古事記ゆかりの神社詣でを行い、また元寇の折、
数多の国難の折に国を守護して下さった先人達に思いを
馳せております。
　私たちがこうして未来に夢を描けるのも、これまで日本
の為に命を懸けて下さった方々の先に続いた道です。
　御英霊に感謝と敬意を込めて、大切に創り上げました。
　ぜひ茨城県の、日本の皆様に見て
いただけますように。

　
こ
の
度
、
東
京
都
・
緋
咲
レ
イ
ラ
氏
よ
り
ド
ロ
ー
ン
撮
影

に
よ
る
動
画
の
奉
納
が
あ
り
ま
し
た
。

　
氏
は
敬
神
の
念
篤
く
、
全
国
の
神
社
に
ド
ロ
ー
ン
撮
影
に

よ
る
動
画
の
奉
納
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
長
く
続
く
コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
も
憚
ら
れ
る
な
か
、
当
茨
城

縣
護
國
神
社
の
歴
史
や
思
い
を
県
内
、
県
外
の
方
へ
動
画
を

通
じ
発
信
し
て
い
く
手
助
け
と
な
れ
ば
と
の
氏
の
思
い
を

受
け
、
こ
の
度
の
ド
ロ
ー
ン
動
画
奉
納
が
実
現
い
た
し
ま
し

た
。

　2004 年よりアパレル業界にてデ
ザインやブランド立ち上げに携わる。
　映画や舞台の衣装を経験し現在は
服飾専門教育機関で勤務。
　フリー時代にはプロレス団体の立
ち上げに携わる等異色の経歴ながら
2021 年からドローンパイロットと
しても活動。
　第 43回MAF展にて文部科学大臣
賞受賞

緋咲レイラ氏の
プロフィール

左 緋咲レイラ氏

奉納動画QRコード
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ド
ロ
ー
ン
動
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奉
納
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。
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。
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憚
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縣
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史
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な
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受
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　「 

草そ
う

　木も
く

　萌め
ば

　動
え
い
ず
る 

」

　
茨
城
縣
護
國
神
社
の
広
大
な
境
内
に
は
様
々
な
草
木
が
植
わ
っ
て
お
り
、
長

い
冬
を
超
え
て
「
草
木
萌
動
」
頃
か
ら
の
色
彩
変
化
は
正
に
圧
巻
。
ま
た
そ
の

草
木
に
惹
か
れ
る
小
さ
な
生
き
物
た
ち
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
広
大
な
土

地
を
神
苑
と
し
て
保
た
せ
る
の
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
年
々
に
合

わ
せ
て
練
っ
た
整
備
計
画
の
通
り
、
全
職
員
一
丸
と
な
っ
て
「
山
仕
事
」
を

し
ま
す
。
昨
年
、
慰
霊
碑
磨
き
と
周
辺
の
草
引
き
か
ら
始
ま
っ
た
計
画
で
す
が
、

最
近
で
は
参
拝
に
来
ら
れ
た
方
が
草
木
の
小
さ
な
変
化
を
写
真
に
収
め
る
姿
を
よ
く
見
か
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
現
在
社
頭
で
は
整
備
中
に
採
れ
た
榊
を
お
頒
ち
し
て
お
り
ま
す
。
神
事
に
欠
か
せ
な
い
樹
木
な

の
で
境
内
に
は
当
然
多
く
の
本
榊
、
姫
榊
が
植
わ
っ
て
お
り
ま
す
が
、
四
月
に
な
る
と
な
ん
と
も
表
現
の

し
に
く
い
不
思
議
な
香
り
が
榊
群
か
ら
た
だ
よ
い
ま
す
。
姫
榊
の
花
の
開
花
で
す
。
更
に
六
月
に
な
る
と

本
榊
の
花
が
開
花
し
ま
す
。
姫
榊
に
対
し
て
本
榊
の
花
は
清
々
し
く
ほ
ん
の
少
し
香
る
程
度
で
す
。

　
整
備
中
に
山
に
分
け
入
る
と
た
く
さ
ん
の
色
や
音
、
に
お
い
を
感
じ
ま
す
。
良
い
香
り
だ
っ
た
り
な
ん

と
も
不
思
議
な
香
り
だ
っ
た
り
、
は
た
ま
た
木
々
の
ざ
わ
め
き
だ
っ
た
り
タ
ヌ
キ
が
通
り
抜
け
る
音
だ
っ

た
り
、
ど
ん
ど
ん
五
感
が
鋭
敏

に
な
っ
て
い
く
よ
う
な
感
覚
に

な
り
ま
す
。

　
今
年
も
「
山
仕
事
」
の
季
節

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
ど
ん
な

出
会
い
が
待
っ
て
い
る
の
か
、

興
奮
を
抑
え
な
が
ら
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
す
。

ひ
な
人
形
展

　
ひ
た
す
ら
に
国
の
為
、
家
族
の

為
に
と
命
を
捧
げ
ら
れ
た
御
英
霊

の
御
心
を
少
し
で
も
お
慰
め
申
し

上
げ
る
た
め
毎
年
こ
の
ひ
な
人
形

展
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
は
規
模
を
大
幅
に
縮
小
し

て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

伝
統
を
守
る

～
西
ノ
内
紙
～

　

　
本
年
度
よ
り
、
常
陸
大
宮
市
の
国
・
県
指
定
文
化

財
で
あ
る
「
西
ノ
内
紙
」
を
用
い
て
季
節
に
応
じ
た

御
朱
印
を
頒
布
し
て
お
り
ま
す
。

　「
西
ノ
内
紙
」
は
水
戸
藩
の
専
売
品
と
し
て
藩
の

財
政
に
大
き
く
貢
献
し
、『
大
日
本
史
』
編
纂
用
紙

に
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
丈
夫
で
水
に
つ
け
て
も
破
れ

に
く
い
こ
と
か
ら
江
戸
で
は
商
人
の
大
福
帳
に
も
使

用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
西
ノ
内
紙
は
よ
く
流
通
し
、
西
ノ
内
紙
の
大
き
さ

の
規
格
が
全
国
共
通
規
格
と
な
り
、
そ
の
半
分
の
大

き
さ
が
「
半
紙
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　
茨
城
県
の
県
名
を
冠
す
る
茨
城
縣
護
國
神
社
と
し

て
県
内
の
伝
統
・
精
神
を
守
り
伝
え
る
べ
く
、
西
ノ

内
紙
「
五
介
和
紙
」
の
ご
協
力
の
も
と
御
朱
印
を
奉

製
い
た
し
ま
し
た
。

　
四
季
の
風
情
を
愉
し
み
な
が
ら
、
茨
城
県
の
誇
る

伝
統
の
和
紙
を
ぜ
ひ
と
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
頒
布
予
定
に
つ
き
ま
し
て
は
公
式
㏋
、
各
種
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
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今
号
よ
り「
招
魂
社
探
訪
」と
題
し
て
、茨
城
県
内

に
創
建
さ
れ
た
護
國
神
社
・
招
魂
社
を
紹
介
い
た
し

ま
す
。

そ
も
そ
も
招
魂
社
と
は
一
体
何
で
し
ょ
う
。

招
魂
社
と
は
幕
末
か
ら
明
治
維
新
に
か
け
て
、
国

の
た
め
に
そ
の
尊
い
身
命
を
捧
げ
た
方
々
を
お
祀
り

し
た
神
社
で
す
。
後
に
は
諸
戦
役
、
事
変
で
戦
没
さ

れ
た
英
霊
を
合
祀
し
て
お
り
ま
す
。

招
魂
社
は
後
に
全
国
各
県
に
一
社
の
護
國
神
社

(

後
述)

と
な
る
「
官
祭
招
魂
社
」
と
地
域
住
民
の
崇

敬
か
ら
自
ず
と
創
建
さ
れ
た
町
・
村
単
位
か
ら
端
を

発
す
る「
私
祭
招
魂
社
」に
分
け
ら
れ
ま
す
。

私
祭
招
魂
社
の
創
建
は
明
治
初
期
に
も
見
ら
れ
ま

し
た
が
、
日
露
戦
役
終
結
以
後
戦
没
者
の
増
加
に
伴

い
、
主
に
民
衆
が
発
起
人
と
な
る
形
で
盛
ん
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

政
府
は
当
時
の
神
社
を
管
理
し
て
い
る
官
庁
を
通

じ
て
制
度
的
に
招
魂
社
の
整
備
を
行
い
、
官
祭
・
私

祭
を
含
め
た
招
魂
社
の
把
握
・
維
持
を
す
る
目
的
で

新
た
な
招
魂
社
創
建
に
は
各
種
の
必
要
条
件
を
規
定

招
魂
社
と
は
…

し
ま
し
た
。

昭
和
十
四
年
、
内
務
省
は
「
招
魂
社
ヲ
護
國
神
社

ト
改
称
ス
ル
ノ
件
」
と
い
う
法
令
を
発
し
、
全
国
各

県
に
一
社
ま
た
は
二
社
の
護
國
神
社
を
奉
斎
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
官
祭
、
私
祭
招
魂
社
は
内
務
省
に
指

定
さ
れ
た
指
定
護
國
神
社
と
指
定
を
受
け
な
い
指
定

外
の
護
國
神
社(

招
魂
社)

に
な
り
ま
し
た
。

以
上
が
招
魂
社
の
概
略
と
な
り
ま
す
が
、
招
魂
社

そ
し
て
指
定
内
護
國
神
社
、
指
定
外
護
國
神
社
は
そ

の
土
地
に
住
む
県
民
、
町
民
、
村
民
の
英
霊
に
対
す

る
想
い
の
も
と
に
創
建
さ
れ
た
社
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
一
社
ご
と
の
由
緒
由
縁
を
は
っ
き
り
明
確
に
し
、

そ
の
想
い
を
後
世
に
残
し
伝
え
て
い
く
こ
と
が
茨
城

縣
護
國
神
社
の
責
務
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
皆
様
に

は
今
後
ご
紹
介
す
る
護
國
神
社
、
招
魂
社
に
ぜ
ひ
と

も
お
参
り
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。第

一
回
招
魂
社
探
訪
で
は
水
戸
市
栗
崎
町
に
鎮
座

す
る
芳
賀
神
社
境
内
に
創
建
さ
れ
た
栗
崎
護
國
神
社

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

■
鎮
座
地

水
戸
市
栗
崎
町
一
、六
七
七 

芳
賀
神
社
境
内

■
柱
数

各
戦
役
に
お
け
る
英
霊
三
十
二
柱

■
例
祭
日

十
二
月
八
日

■
由
緒

昭
和
の
初
め
当
時
の
栗
崎
軍
人
会
及
び
字
内

有
志
に
よ
り
「
招
魂
社
」
と
し
て
創
建
。

西
南
の
役
、
日
清
・
日
露
の
戦
役
並
び
に
シ

ベ
リ
ヤ
尼
港
事
件
に
於
て
戦
没
さ
れ
た
御
霊

を
祀
る
。

戦
友
・
字
内
有
志
、
遺
族
に
よ
り
、
昭
和

五
十
一
年
十
二
月
八
日
満
州
事
変
よ
り
の
英

霊
を
新
た
に
合
祀
さ
れ
現
在
に
至
る
。

招
魂
社
探
訪

栗
崎
護
國
神
社

栗崎護国神社 社殿
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今
号
よ
り「
招
魂
社
探
訪
」と
題
し
て
、茨
城
県
内

に
創
建
さ
れ
た
護
國
神
社
・
招
魂
社
を
紹
介
い
た
し

ま
す
。

そ
も
そ
も
招
魂
社
と
は
一
体
何
で
し
ょ
う
。

招
魂
社
と
は
幕
末
か
ら
明
治
維
新
に
か
け
て
、
国

の
た
め
に
そ
の
尊
い
身
命
を
捧
げ
た
方
々
を
お
祀
り

し
た
神
社
で
す
。
後
に
は
諸
戦
役
、
事
変
で
戦
没
さ

れ
た
英
霊
を
合
祀
し
て
お
り
ま
す
。

招
魂
社
は
後
に
全
国
各
県
に
一
社
の
護
國
神
社

(

後
述)

と
な
る
「
官
祭
招
魂
社
」
と
地
域
住
民
の
崇

敬
か
ら
自
ず
と
創
建
さ
れ
た
町
・
村
単
位
か
ら
端
を

発
す
る「
私
祭
招
魂
社
」に
分
け
ら
れ
ま
す
。

私
祭
招
魂
社
の
創
建
は
明
治
初
期
に
も
見
ら
れ
ま

し
た
が
、
日
露
戦
役
終
結
以
後
戦
没
者
の
増
加
に
伴

い
、
主
に
民
衆
が
発
起
人
と
な
る
形
で
盛
ん
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

政
府
は
当
時
の
神
社
を
管
理
し
て
い
る
官
庁
を
通

じ
て
制
度
的
に
招
魂
社
の
整
備
を
行
い
、
官
祭
・
私

祭
を
含
め
た
招
魂
社
の
把
握
・
維
持
を
す
る
目
的
で

新
た
な
招
魂
社
創
建
に
は
各
種
の
必
要
条
件
を
規
定

招
魂
社
と
は
…

し
ま
し
た
。

昭
和
十
四
年
、
内
務
省
は
「
招
魂
社
ヲ
護
國
神
社

ト
改
称
ス
ル
ノ
件
」
と
い
う
法
令
を
発
し
、
全
国
各

県
に
一
社
ま
た
は
二
社
の
護
國
神
社
を
奉
斎
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
官
祭
、
私
祭
招
魂
社
は
内
務
省
に
指

定
さ
れ
た
指
定
護
國
神
社
と
指
定
を
受
け
な
い
指
定

外
の
護
國
神
社(

招
魂
社)

に
な
り
ま
し
た
。

以
上
が
招
魂
社
の
概
略
と
な
り
ま
す
が
、
招
魂
社

そ
し
て
指
定
内
護
國
神
社
、
指
定
外
護
國
神
社
は
そ

の
土
地
に
住
む
県
民
、
町
民
、
村
民
の
英
霊
に
対
す

る
想
い
の
も
と
に
創
建
さ
れ
た
社
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
一
社
ご
と
の
由
緒
由
縁
を
は
っ
き
り
明
確
に
し
、

そ
の
想
い
を
後
世
に
残
し
伝
え
て
い
く
こ
と
が
茨
城

縣
護
國
神
社
の
責
務
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
皆
様
に

は
今
後
ご
紹
介
す
る
護
國
神
社
、
招
魂
社
に
ぜ
ひ
と

も
お
参
り
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。第

一
回
招
魂
社
探
訪
で
は
水
戸
市
栗
崎
町
に
鎮
座

す
る
芳
賀
神
社
境
内
に
創
建
さ
れ
た
栗
崎
護
國
神
社

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

■
鎮
座
地

水
戸
市
栗
崎
町
一
、六
七
七 

芳
賀
神
社
境
内

■
柱
数

各
戦
役
に
お
け
る
英
霊
三
十
二
柱

■
例
祭
日

十
二
月
八
日

■
由
緒

昭
和
の
初
め
当
時
の
栗
崎
軍
人
会
及
び
字
内

有
志
に
よ
り
「
招
魂
社
」
と
し
て
創
建
。

西
南
の
役
、
日
清
・
日
露
の
戦
役
並
び
に
シ

ベ
リ
ヤ
尼
港
事
件
に
於
て
戦
没
さ
れ
た
御
霊

を
祀
る
。

戦
友
・
字
内
有
志
、
遺
族
に
よ
り
、
昭
和

五
十
一
年
十
二
月
八
日
満
州
事
変
よ
り
の
英

霊
を
新
た
に
合
祀
さ
れ
現
在
に
至
る
。

招
魂
社
探
訪

栗
崎
護
國
神
社

栗崎護国神社 社殿



さ く ら 山令和３年７月１日 第３号 （8）

芳
賀
神
社
責
任
役
員 
黒
澤
正
弘
様
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
鎮
霊

栗
崎
護
国
神
社
は
昭
和
の
初
め
　
当
時
の
栗
崎
軍
人
会
及
び
字
内
有
志
に
よ
り
創
建
さ
れ
　
遠
く
西
南
之

役
　
日
清
　
日
露
の
戦
役
並
び
に
シ
ベ
リ
ヤ
尼
港
事
件
に
於
て
尊
い
身
命
を
捧
げ
護
国
の
礎
と
な
ら
れ
た
方
々

の
霊
を
祭
祀
し
招
魂
社
と
名
付
け
ら
れ
た

以
後
満
州
事
変
　
支
那
事
変
　
大
東
亜
戦
争
等
国
難
相
継
ぎ
幾
多
の
勇
士
を
異
国
の
地
に
　
又
荒
海
の
彼

方
に
殉
せ
し
む
る
に
至
れ
る
も
　
以
来
奉
斉
無
く
し
て
年
月
を
過
ぎ
し
が
　
今
時
残
存
せ
る
戦
友
一
同
及

び
字
内
有
志
　
併
せ
て
御
遺
族
の
方
々
と
協
議
し

昭
和
五
十
一
年
十
二
月
八
日
　
新
た
に
英
霊
を
迎
え
合
祀
の
儀
を
行
う

本
年
時
あ
た
か
も
終
戦
后
三
十
五
年
を
迎
う
る
に
当
り
　
前
仝
様
協
議
の
も
と
　
社
殿
を
新
た
に
し
て
英

霊
を
安
め
奉
ら
ん
と
し

併
せ
て
慰
霊
碑
を
建
立
し
　
御
祭
神
名
を
明
記
し
遺
業
を
称
え
　
そ
の
徳
を
後
世
に
傳
え
ん
と
す
る
も
の
也

　
　
願
わ
く
は
英
霊
安
ら
か
に
鎮
ま
り
給
わ
ん
こ
と
を

　
　
昭
和
五
十
三
年
十
二
月
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撰
文
　
　
芳
賀
神
社
宮
司
　
宮
本
重
親

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
護
国
神
社
奉
賛
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
内
光
雲
書

慰霊碑

従軍記念碑

310-

0902 

水
戸
市
渡
里
町
三
二
六
六
─
一

常
盤
警
備
保
障
株
式
会
社

☎
〇
二
九
（
二
二
一
）
五
五
八
五

310-

0914 

水
戸
市
小
吹
町
二
〇
五
三
─
一
六
一

大

森

食

品

☎
〇
二
九
（
二
四
一
）
二
六
四
〇

310-

0045 

水
戸
市
新
原
一
─
三
─
三
七

野
村
花
火
工
業
㈱

☎
〇
二
九
（
二
五
四
）
三
四
七
〇

311-

4143 

水
戸
市
大
塚
町
一
四
四
五
─
三

常
陽
ダ
イ
ケ
ン
ホ
ー
ム
㈱

☎
〇
二
九
（
二
五
三
）
三
三
二
六

310-

0844 

水
戸
市
住
吉
町
九
二
─
一
九

㈱
水
戸
基
礎
工
業

☎
〇
二
九
（
二
四
六
）
〇
六
一
一

311-

4165 

水
戸
市
木
葉
下
町
字
冨
士
山
二
九
二
─
二
二

茨
城
倉
庫
株
式
会
社

☎
〇
二
九
（
二
五
一
）
二
二
一
一

さ く ら 山第３号（9） 令和３年７月１日

創
成
期
の
御
英
霊

　
当
社
は
明

治
十
一
年
常

磐
神
社
「
鎮

霊
社
」
と
し

て
創
祀
し
ま

し
た
。

　
明
治
十
年

常
磐
神
社
の
末
社
と
し
て
認
可
を
受
け
、十
一
年
の

二
月
九
日
に
英
霊
合
祀
祭
が
斎
行
さ
れ
創
建
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
明
治
十
年
に
西
南
の
役
が
起
こ
り
、

こ
の
戦
役
に
殉
じ
た
御
霊
を
合
祀
し
た
事
に
よ
る
も

の
で
す
。

　『
常
磐
神
社
史
』に
よ
る
と
鎮
霊
社
は

「
茨
城
縣
内
貫
属
ニ
シ
テ
、嘉
永
癸
丑
以
来
國
事
ニ
殉

ジ
、緒
戦
ニ
斃
レ
、並
ニ
他
府
縣
貫
属
ト
雖
、維
新
ノ

際
、義
ヲ
以
テ
縣
内
ニ
死
セ
ル
諸
士
ヲ
祀
」と
あ
り
ま

す
。

　
昭
和
十
四
年
四
月
一
日
全
国
の
招
魂
社
は
内
務
省

令
に
よ
り
そ
の
名
称
を
護
國
神
社
と
改
称
す
る
事
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
鎮
霊
社
も「
茨
城
護
國
神
社
」

と
改
称
し
、そ
の
後
十
六
年
十
一
月
六
日
、櫻
山
に
新

社
殿
を
造
営
し
て
遷
座
祭
を
執
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
内
務
省
指
定
護
國
神
社
で
あ
る「
茨
城
縣

護
國
神
社
」と
な
り
現
在
に
至
り
ま
す
。

　
創
祀
よ
り
一
四
十
年
以
上
の
年
月
が
経
ち
数
多
の

御
霊
の
合
祀
を
重
ね
て
御
祭
神
で
あ
る
御
英
霊
は

六
三
、四
九
六
柱
を
数
え
ま
す
。
鎮
霊
社
創
建
に
奔
走

し
た
先
人
の
想
い
に
敬
意
を
表
し
創
建
当
初
の
御
祭

神
を
紹
介
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

安
島
帯
刀
信
立

　年
四
十
八

安
政
年
己
未
八
月
二
十
七
日
幕
命
ニ
因
リ
江
戸

評
定
所
ニ
テ
自
刃

大
寄
合
頭※鎮

霊
社
祭
祀
人
名
簿
原
文
の
ま
ま
記
載

　
譜
代
大
名
・
戸
田
氏
の
支
流
。 

戸
田
三
右
衛
門
忠

之
の
次
男
。
母
方
の
叔
父
・
安
島
彦
之
允
信
順
の
養

子
と
な
る
。

　
実
兄
・
戸
田
忠
太
夫
や
藤
田
東
湖
が
安
政
の
大
地

震
に
よ
り
亡
く
な
っ
た
た
め
、安
政
五
年
七
月
、斉

昭
公
の
命
に
よ
り
水
戸
藩
家
老
に
任
ぜ
ら
れ
る（
水

戸
藩
執
政
と
記
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
）。

　
帯
刀
は
幕
府
か
ら
戊
午
の
密
勅
に
関
与
し
た
と
疑

わ
れ
、幕
府
評
定
所
よ
り
召
還
さ
れ
三
田
藩
上
屋
敷

に
軟
禁
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
幕
府
の
尋
問
に
よ

り
、帯
刀
は
無
罪
と
さ
れ
た
も
の
の
、井
伊
大
老
よ
り

再
審
議
を
命
じ
ら
れ
、さ
ら
に
無
罪
と
さ
れ
る
と
井

伊
大
老
自
ら
帯
刀
に
切
腹
を
命
ず
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　『
水
戸
藩
史
料
』に
曰
く「
信
立
の
審
を
受
く
る
挙

止
慎
重
言
句
も
せ

ず
罪
を
一
身
に
受

け
義
に
よ
り
て
屈

せ
ず
幕
府
有
司
も

皆
其
の
器
識
徳
量

に
感
称
し
其
の
死

を
惜
し
ま
ざ
る
は

な
し
」と
伝
え
て

い
る
。

　
安
政
六
年
八
月

二
十
七
日
、駒
込
の
三
田
藩
邸
に
お
い
て
切
腹
。
墓

所
は
茨
城
県
水
戸
市
酒
門
町
の
酒
門
共
有
墓
地
。
文

久
二
年
十
一
月
二
十
八
日
、帯
刀
の
罪
は
勅
命
を

以
っ
て
無
効
と
さ
れ
、そ
の
名
誉
を
回
復
し
て
い
る
。 

　
明
治
二
十
四
年
、正
四
位
が
贈
位
さ
れ
た
。

 
 

安
島
帯
刀
信
立
命

310-

0903 

水
戸
市
堀
町
一
八
四
四
─
一
〇

盟

和

製

作

所

☎
〇
二
九
（
二
五
一
）
〇
一
九
九

310-

4143 

水
戸
市
大
塚
町
八
六
六
─
一

㈱
ク
シ
ダ
リ
ー
ス

☎
〇
二
九
（
二
五
七
）
七
一
八
一

310-

0012 

水
戸
市
城
東
一
─
五
─
二
一

ワ
タ
ヒ
キ
印
刷
㈱

☎
〇
二
九
（
二
二
一
）
四
三
八
一
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創
成
期
の
御
英
霊

　
当
社
は
明

治
十
一
年
常

磐
神
社
「
鎮

霊
社
」
と
し

て
創
祀
し
ま

し
た
。

　
明
治
十
年

常
磐
神
社
の
末
社
と
し
て
認
可
を
受
け
、十
一
年
の

二
月
九
日
に
英
霊
合
祀
祭
が
斎
行
さ
れ
創
建
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
明
治
十
年
に
西
南
の
役
が
起
こ
り
、

こ
の
戦
役
に
殉
じ
た
御
霊
を
合
祀
し
た
事
に
よ
る
も

の
で
す
。

　『
常
磐
神
社
史
』に
よ
る
と
鎮
霊
社
は

「
茨
城
縣
内
貫
属
ニ
シ
テ
、嘉
永
癸
丑
以
来
國
事
ニ
殉

ジ
、緒
戦
ニ
斃
レ
、並
ニ
他
府
縣
貫
属
ト
雖
、維
新
ノ

際
、義
ヲ
以
テ
縣
内
ニ
死
セ
ル
諸
士
ヲ
祀
」と
あ
り
ま

す
。

　
昭
和
十
四
年
四
月
一
日
全
国
の
招
魂
社
は
内
務
省

令
に
よ
り
そ
の
名
称
を
護
國
神
社
と
改
称
す
る
事
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
鎮
霊
社
も「
茨
城
護
國
神
社
」

と
改
称
し
、そ
の
後
十
六
年
十
一
月
六
日
、櫻
山
に
新

社
殿
を
造
営
し
て
遷
座
祭
を
執
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
内
務
省
指
定
護
國
神
社
で
あ
る「
茨
城
縣

護
國
神
社
」と
な
り
現
在
に
至
り
ま
す
。

　
創
祀
よ
り
一
四
十
年
以
上
の
年
月
が
経
ち
数
多
の

御
霊
の
合
祀
を
重
ね
て
御
祭
神
で
あ
る
御
英
霊
は

六
三
、四
九
六
柱
を
数
え
ま
す
。
鎮
霊
社
創
建
に
奔
走

し
た
先
人
の
想
い
に
敬
意
を
表
し
創
建
当
初
の
御
祭

神
を
紹
介
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

安
島
帯
刀
信
立

　年
四
十
八

安
政
年
己
未
八
月
二
十
七
日
幕
命
ニ
因
リ
江
戸

評
定
所
ニ
テ
自
刃

大
寄
合
頭※鎮

霊
社
祭
祀
人
名
簿
原
文
の
ま
ま
記
載

　
譜
代
大
名
・
戸
田
氏
の
支
流
。 

戸
田
三
右
衛
門
忠

之
の
次
男
。
母
方
の
叔
父
・
安
島
彦
之
允
信
順
の
養

子
と
な
る
。

　
実
兄
・
戸
田
忠
太
夫
や
藤
田
東
湖
が
安
政
の
大
地

震
に
よ
り
亡
く
な
っ
た
た
め
、安
政
五
年
七
月
、斉

昭
公
の
命
に
よ
り
水
戸
藩
家
老
に
任
ぜ
ら
れ
る（
水

戸
藩
執
政
と
記
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
）。

　
帯
刀
は
幕
府
か
ら
戊
午
の
密
勅
に
関
与
し
た
と
疑

わ
れ
、幕
府
評
定
所
よ
り
召
還
さ
れ
三
田
藩
上
屋
敷

に
軟
禁
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
幕
府
の
尋
問
に
よ

り
、帯
刀
は
無
罪
と
さ
れ
た
も
の
の
、井
伊
大
老
よ
り

再
審
議
を
命
じ
ら
れ
、さ
ら
に
無
罪
と
さ
れ
る
と
井

伊
大
老
自
ら
帯
刀
に
切
腹
を
命
ず
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　『
水
戸
藩
史
料
』に
曰
く「
信
立
の
審
を
受
く
る
挙

止
慎
重
言
句
も
せ

ず
罪
を
一
身
に
受

け
義
に
よ
り
て
屈

せ
ず
幕
府
有
司
も

皆
其
の
器
識
徳
量

に
感
称
し
其
の
死

を
惜
し
ま
ざ
る
は

な
し
」と
伝
え
て

い
る
。

　
安
政
六
年
八
月

二
十
七
日
、駒
込
の
三
田
藩
邸
に
お
い
て
切
腹
。
墓

所
は
茨
城
県
水
戸
市
酒
門
町
の
酒
門
共
有
墓
地
。
文

久
二
年
十
一
月
二
十
八
日
、帯
刀
の
罪
は
勅
命
を

以
っ
て
無
効
と
さ
れ
、そ
の
名
誉
を
回
復
し
て
い
る
。 

　
明
治
二
十
四
年
、正
四
位
が
贈
位
さ
れ
た
。

 
 

安
島
帯
刀
信
立
命

310-

0903 

水
戸
市
堀
町
一
八
四
四
─
一
〇

盟

和

製

作

所

☎
〇
二
九
（
二
五
一
）
〇
一
九
九

310-

4143 

水
戸
市
大
塚
町
八
六
六
─
一

㈱
ク
シ
ダ
リ
ー
ス

☎
〇
二
九
（
二
五
七
）
七
一
八
一

310-

0012 

水
戸
市
城
東
一
─
五
─
二
一

ワ
タ
ヒ
キ
印
刷
㈱

☎
〇
二
九
（
二
二
一
）
四
三
八
一



さ く ら 山令和３年７月１日 第３号 （10）

公式㏋リニューアル、Instagramの開設
公式㏋がより見やすく、より情報豊富となるようデザイン・構成ともに一新しました。
また新たに公式 Instagramを開設し、行事案内ほか境内の様子や日常をお伝えしていきます。

新規開設いたしました。 

皆様のフォローをお願い

します。

リニューアルいたしました。
当社の由緒や祭事、県内
の招魂社などを掲載してお
ります。

行事案内や神社の日常な
ど発信しています。皆様
のフォローをお願いします。

茨城縣護國神社 敬神女性の会 310-0912 茨城県水戸市見川 1-2-1 茨城縣護國神社内 
TEL 029-241-4781　FAX 029-297-8332（事務局）

女性の会 会員募集
皆様のご入会をお待ち申し上げております

※�詳細につきましては下記までお問い合わせください。

 年会費 1,000 円

 主な活動内容 月次祭・各種祭典の参列
御垣内清掃奉仕
大祭奉仕
講習会・研修会等

 インスタグラム 公式ホームページ Twitter


